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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)

【公開番号】特開2010-122344(P2010-122344A)
【公開日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2008-294232(P2008-294232)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/22     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  13/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０２Ｂ  27/22    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ  13/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月27日(2011.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左目用画像と右目用画像の形成を行う画像形成部と、
　前記左目用画像の光を左目用光学フィルタを介して出射し、前記右目用画像の光を前記
左目用光学フィルタとは異なる特性の右目用光学フィルタを介して出射して、画像を重ね
合わせて表示させる投射部と、
　前記左目用光学フィルタを介して出射された光によって表示される画像の不均一性を補
正するための第１の補正データを用いて、左目用画像信号の補正を行う第１の補正部と、
　前記右目用光学フィルタを介して出射された光によって表示される画像の不均一性を補
正するための第２の補正データを用いて、右目用画像信号の補正を行う第２の補正部と、
　前記補正後の左目用画像信号と右目用画像信号に基づいて前記画像形成部を駆動して、
前記左目用画像と右目用画像を形成させる駆動部と
を備える画像表示装置。
【請求項２】
　前記第１の補正データと前記第２の補正データ、または前記左目用光学フィルタを介す
ることなく出射された光によって表示される画像の不均一性を補正するための第３の補正
データと、前記右目用光学フィルタを介することなく出射された光によって表示される画
像の不均一性を補正するための第４の補正データを選択する補正データ選択部を有し、
　前記補正データ選択部は、立体画像表示を行うとき前記第１と第２の補正データを選択
し、平面画像表示を行うとき前記第３および第４の補正データを選択し、
　前記第１の補正部は、前記補正データ選択部で前記第１の補正データが選択されたとき
、該第１の補正データを用いて前記左目用画像信号の補正を行い、前記補正データ選択部
で前記第３の補正データが選択されたとき、該第３の補正データを用いて平面画像の画像
信号の補正を行い、
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　前記第２の補正部は、前記補正データ選択部で前記第２の補正データが選択されたとき
、該第２の補正データを用いて前記右目用画像信号の補正を行い、前記補正データ選択部
で前記第４の補正データが選択されたとき、該第４の補正データを用いて平面画像の画像
信号の補正を行い、
　前記駆動部は、前記第１の補正部で補正された画像信号と前記第２の補正部で補正され
た画像信号に基づいて前記画像形成部を駆動して、前記左目用画像と右目用画像、または
前記平面画像を形成し、
　前記投射部は、前記左目用画像の光を前記左目用光学フィルタを介して出射し、前記右
目用画像の光を前記右目用光学フィルタを介して出射し、前記平面画像の光を前記左目用
光学フィルタと前記右目用光学フィルタを介することなく出射する
請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示される画像の不均一性は色または輝度の不均一性である
請求項１記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記投射部は、前記光学フィルタとして波長分割フィルタを用い、前記左目用光学フィ
ルタと前記右目用光学フィルタでは異なる波長の光を透過する
請求項１記載の画像表示装置。
【請求項５】
　画像形成部によって、左目用画像と右目用画像を形成するステップと、
　投射部によって、前記左目用画像の光を左目用光学フィルタを介して出射し、前記右目
用画像の光を前記左目用光学フィルタとは異なる特性の右目用光学フィルタを介して出射
して、画像を重ね合わせて表示させるステップと、
　前記左目用光学フィルタを介して出射された光によって表示される画像の不均一性を補
正するための第１の補正データを用いて、第１の補正部で左目用画像信号の補正を行うス
テップと、
　前記右目用光学フィルタを介して出射された光によって表示される画像の不均一性を補
正するための第２の補正データを用いて、第２の補正部で右目用画像信号の補正を行うス
テップと、
　駆動部によって、前記補正後の左目用画像信号と右目用画像信号に基づいて前記画像形
成部を駆動して、前記画像形成部によって左目用画像と右目用画像を形成させるステップ
と
を有する画像表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　＜１．画像表示装置の光学系の構成＞
　図３は、画像表示装置１０の光学系の構成を示す図である。画像表示装置１０の光学系
は、光源部１１、照明光学部１２、画像形成部１３、画像合成部１４および投射部１５を
備えている。なお、図３では、波長分割フィルタを使用して立体画像の表示を行う波長分
割方式の画像表示装置を示しているが、画像表示装置１０は、波長分割方式とは異なる方
式例えば偏光フィルタを用いる偏光表示方式等の画像表示装置であってもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３５】
　リレーレンズ１５１は、実像を伝達するレンズ系であり、画像合成部１４から入射され
た像を右目用と右目用の実像に分離して導光部１５２，１５３に出射する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　ここで、補正データについて説明をしておく。スクリーン５０に表示される画像のムラ
は、水平／　垂直方向による二次元的な空間における不均一性であるから、この二次元空
間に対応した補正データが必要となる。二次元の補正データを得るにあたり、図６に示す
ように、表示画像（表示画面）の水平方向（Ｘ方向）と垂直方向（Ｙ方向）の端縁側に、
水平方向ではｍ画素単位、また垂直方向ではｎ画素単位で基準補正点を設定する。また、
表示画像内でも所定の画素数単位（ｍ×ｎ）で基準補正点を設定して、各基準補正点で色
を計測する。その計測結果に応じて、基準補正点毎に所定の色となるように補正データを
設定する。このようにして設定された補正データの集合が二次元の補正データとなる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　また、表示画像の輝度に応じてムラが変化する場合、複数の輝度レベル毎に、二次元の
補正データを求めて、補正データ記憶部２２Ｌ-2D，２２Ｌ-3D，２２Ｒ-2D，２２Ｒ-3Dに
記憶させておく。図７は、補正データの構成を模式的に示した図である。ここで、信号処
理部２１Ｌから、三原色である赤画像信号ＤＳｒ、緑画像信号ＤＳｇ、青画像信号ＤＳｂ
が補正部２４Ｌに供給されるとき、赤画像信号ＤＳｒと緑画像信号ＤＳｇと青画像信号Ｄ
Ｓｂに対して、図７に示す補正データを画像信号毎に求めておく。また、複数の輝度レベ
ル毎に、輝度レベルに対応した画像信号の信号レベルについて二次元の補正データのセッ
トを記憶させておく。なお、図７では、表示画像（表示画面）の水平方向をＸ方向、垂直
方向をＹ方向、信号レベル方向をＺ方向として、補正データの３つのセットＤｈ１，Ｄｈ
２，Ｄｈ３を三次元空間で示している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　赤画像信号ＤＳｒは、補正データ記憶部２２Ｌ-2D（２２Ｌ-3D）と加算器２４２ｒに供
給される。緑画像信号ＤＳｇは、補正データ記憶部２２Ｌ-2D（２２Ｌ-3D）と加算器２４
２ｇに供給される。青画像信号ＤＳｂは、補正データ記憶部２２Ｌ-2D（２２Ｌ-3D）と加
算器２４２ｂに供給される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　同様に、補正データ決定部２４１ｇは、補正データ記憶部２２Ｌ-2D（２２Ｌ-3D）から
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供給された複数の補正データを用いて補間を行い、補正する画素位置および補正する画素
の緑画像信号ＤＳｇの信号レベルに応じた緑補正データＤＨｇｃを決定して、加算器２４
２ｇに供給する。また、補正データ決定部２４１ｂは、補正データ記憶部２２Ｌ-2D（２
２Ｌ-3D）から供給された複数の補正データを用いて補間を行い、補正する画素位置およ
び補正する画素の青画像信号ＤＳｂの信号レベルに応じた青補正データＤＨｂｃを決定し
て、加算器２４２ｂに供給する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　加算器２４２ｂは、補正データ決定部２４１ｂから供給された青補正データＤＨｂｃと
青画像信号ＤＳｂを加算することでムラ補正が行われた青画像信号ＤＳｂｃを生成して、
駆動部２５Ｌに出力する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　駆動部２５Ｌは、補正部２４Ｌから供給されたムラ補正後の赤画像信号に基づき、液晶
パネル１３１ｒの左目用表示領域を駆動する駆動信号を生成して液晶パネル１３１ｒに出
力する。また、駆動部２５Ｌは、補正部２４Ｌから供給されたムラ補正後の緑画像信号に
基づき、液晶パネル１３１ｇの左目用表示領域を駆動する駆動信号を生成して液晶パネル
１３１ｇに出力する。さらに、駆動部２５Ｌは、補正部２４Ｌから供給されたムラ補正後
の青画像信号に基づき、液晶パネル１３１ｂの左目用表示領域を駆動する駆動信号を生成
して、液晶パネル１３１ｂに出力する。
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